
第４7 回  おむすび倶楽部友の会運営会議 

日時  令和 3 年 5 月 10 日（月） １６：００～ 

オンライン 

1. 4 月の活動報告 

活動プログラム 開催日 参加者 見学等 スタッフ 合計 スタッフ 

リフレッシュ体操 2 9 

16 23 
24  18 42 鈴木先生 窪寺 

藤原 小山 

お庭でサロン 13 10  7＋3 20 小山 藤原 藤田 

龍田 木部 

おむカル「明治日本のコレラ 

と民衆」 （おむすびハウス） 

16 16 

7 

 3 26 山野晴雄 近藤 

田崎 池田 

編み物サロン 20 1  2 3 紺野先生 藤原 

フラワーデザインを楽しむ会 22 7  2 ９ 山本 小山 

お庭でサロン 

「フルート演奏会」 

24  11 

11 

 13 35 小山 大久保 田崎 

藤原」他 

岡さんのいえとの交流会 18  6 6 12 大久保,近藤,山野,土屋  

合計 １０回 87 6 54 147  

   レンタル利用 2団体 2回 15名           計 162人 利用 

  

●ZOOM講座参加者から感想の声 

 ZOOM講習会とおむカルに参加された男性の方からお礼のメールがありました 

 講習会も zoom機能を表形式でデバイス別にまとめて頂き、非常にわかりやすかった。 

 幕末から明治維新にかけての歴史に興味があるので機会あればまた山野先生のお話を伺いた 

 いとのことでした。 

●フルート演奏会参加者さん（歌声カフェにいつもいらしている方でお仲間とご一緒に参加） 

 今年、闘病されていたお嫁さんが亡くなり、生前教員をされながら趣味でフルートを吹いてい

らしたとのことでお元気な時に製作された布の絵本を見てもらいたいと持参されました。 

●編み物サロンは参加者が少なく、講師料支払うと赤字になり今新規の方も募集できないため中

止にしたいと思います。時期を見てⅤさん募集して手作りサロンを行おうかと考えています。 

●岡さんのいえとの交流会 おむすび運営委員 6名参加（大久保、近藤、土屋、山野、藤原 2） 

 世田谷トラストまちづくりの職員３名、岡さんのいえオーナーの小池さんと理事 2名で計 6名   

 2007年 7月から 13年になり、運営方法も変化して６名の理事会（寄合）で合意形成しながら 

４つのプロジェクトチームで運営を行っている。 

 区の受託事業（中高生の居場所、養護施設の卒園児の会食会）を行っている 

 コロナで資金調達も大変になってきているので、公文、そろばん塾などに場所貸ししている 

 オーナーが家賃をもらいそこから光熱費、固定資産税など支払っているが、厳しい状況。 

     

２.今後について 

 緊急事態宣言で、4月 25日からの活動について対面での活動（リフレッシュ体操、お庭でサロ

ン、脳活にチャレンジ」は休止にし、リトミックの会の貸し出しも休止にしています。 

  

 ●5/13（木）オンラインでのおむカル 4「気軽にお花を楽しもう～ボランティア花壇の紹介」 

実施予定 ※他の活動をどうするか 

※ 予定を立てられない状況ですが、６月の予定表 参照 



３.会計報告  令和３年４月分 

（収 入）                   （支 出）         （単位円） 

前期繰越金 312,592  会場使用料 4,500 3 月分 

正・賛助会員会費 0  事業費 5,465 交流会等 

助成金 0  運営会議費 0  

寄付金 88,000  消耗品費 5,760 用紙、紙コップ 

手作り売上 0  講師謝礼 10,000 体操、編み物 

参加費収入  

15,900 

 

健康体操 4 回 

編み物 1 回 

フラワー1 回 

脳活 1 回 

通信費 0  

雑収入 1 銀行利息 印刷・コピー代 1,180  

   その他 9,289 カメラ、マイク 

   光熱水費 0  

合  計 416,493  合  計 36,194  

 

令和 3 年 5 月への繰越金   令和 3 年 5 月 1 日現在     380,299 円 

      ★休止中の光熱水費などの維持費については収入ゼロのため半額負担でも赤字です 

4.その他  

●前回の運営会議でお話があった三鷹市高齢者自主グループ講師派遣事業の助成金を受けられ

ることになりました（１０月、１１月の山野さん、近藤さん企画の講座） 

 

●実習、体験ボランティア、見学などの受入れについて  

①近藤さんから、協働センターの依頼で ICT講座受入れの ICU２年生の 3名サービスラーニ

ングの課題で、ZOOM講習会、お庭でサロンの参加など受入れ可能かどうかお話があり、６日

に、zoomでの顔合わせに参加しました。対面での入学式や授業もなく自宅やアパートで生活し

ている学生さんは、本当に、友人もできないと話しておりコロナ禍で老いも若きも「孤独、孤

立問題」が本当に深刻だと思いました。３名とも、リタイアした高齢者の地域活動に興味があ

ると話し、緊急事態で参加できるところがなかなかなく困っていて、協力できるところがあれ

ばと検討お願いします。 

②ボランティアセンターから、「夏体験ボランティア」の受入れ依頼あり 7/1～8/31 如何か 

③5/13（水）ボラセン堀江さんから、「みたか多世代のいえ」を計画中の医師が見学希望 

● おむすび通信について   （森田さんからもご提案がありました） 

昨年度、「コロナ禍での試行錯誤で行った活動のまとめ」作成しようかと（通信 4号または小

冊子）考えています ～参加者からのご意見、ボランティア、講師の方からなどからのご意

見を伺いたい ～スタッフの皆さんにとっての地域の居場所づくりはどうだったでしょう 

 ●部屋貸しの問い合わせ  

  ・緊急事態で公共施設が使えず、困っていると以前利用したことのある親子リトミックの

会、みんなの家の方から電話ありましたが、お断りしました 

  ・フードバンク三鷹の副代表の方がみえて、６,９,12，3月の最終週の３日間、市の受託で

育成手当受給家庭に食料を届ける作業するのに有料で貸してもらえないかとの相談があり、

日程的に 可能ということをお伝えしました。→理事会で検討しますとのことでした 

 

                         次回               


